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 災害ミュージアムには、1923 年の関東大震災を伝える「復興記念館」（1931 年開設）、1925
年の丹後地震を伝える「丹後震災記念館」（1927 年開設）、1990 年～1995 年の雲仙岳の噴火を
伝える「雲仙岳災害記念館」（2000 年開設）、1993 年の北海道南西沖地震を伝える「奥尻島津波
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 1995 年 1 月 17 日午前 5 時 46 分、兵庫県淡路島を震源とする強い地震が兵庫県淡路島から大
阪にかけての阪神地域を襲った。この地震による死者数は 6,434 名、負傷者数は 43,792 名に上
った。地震の規模はマグニチュード 7.3、震度は最大の７であった。気象庁は、地震の名称を「兵




い」と考え、震災からわずか１カ月が経過した 1995 年 2 月中旬に手記の公募を始めた。公募開
始から一カ月の間に集められた手記は 240 編に上り、その後も増え続けた（阪神淡路大震災を
記録し続ける会 1995）。神戸大学附属図書館は、地震から 4 カ月後の 1995 年 4 月から、震災
に関するさまざまな資料、チラシ、ポスターなどの一枚もの資料、抜粋、レジュメ、ニュースレ
ター、写真、ビデオ、録音など震災後に人々が生み出した全ての資料の収集を行った（稲葉 2005）。  
 資料の収集・保存だけでなく、学校や市内の様々な場所に、犠牲になった人を追悼するための
慰霊碑を建てるという取り組みもあちらこちらで始められた。2001 年の時点で、阪神・淡路大






 行政もまた、災害の記憶を保存するという取り組みを始めた。兵庫県は、財団法人 21 世紀ひ




始められた。1995 年 9 月 14 日に行われた阪神・淡路地域復興国際フォーラムにおいて、ニュ

































ために、「記憶・歴史・表現フォーラム」という研究会を設置し、「someday, for somebody いつ







































建物の周囲を囲む水盤の中央には、阪神・淡路大震災が起こった 5 時 46 分をイメージした慰霊






  建物は 7 階建であり、1 階から 4 階が展示スペースとなっている。入館すると 4 階に案内さ
れ、そこから順に降りてきて展示を見る。記憶の展示スペースとなっているのが、3 階の「震災
の記憶フロア」である。ここには、震災直後から兵庫県が収集してきた資料や市民から提供され
た資料など、一次資料 17 万点、二次資料約 3 万 4 千点から選定された約 800 点の資料が壁面一

















写真 1.人と防災未来センターの外観 (著者撮影) 
 
 






































 阪神・淡路大震災から 22 年が経過し、被災した神戸市内では限られたいくつかの空間、メリ
ケンパークにある地震で壊れた波止場、火災から街を守った長田の防火壁などを除き、災害の痕
跡を確認することは難しくなっている。人と防災未来センターも、開館から 15 年を迎えた。こ
の 15 年の間に、センターは様々な役割を担うように変化しつつある。 
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は、阪神・淡路大震災の 10 周年にあたる 2004 年度から、兵庫県・人と防災未来センター・毎
日新聞社との共催で開催されている。日本全国の自治体の防災担当職員育成のための「災害マネ
ージメント研修」などの事業も人と防災未来センターが中心となり、さまざまな機関と連携して
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